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「聞書」介護ヘルパー白書

『ヘルパーにもいわせて！』　

牧坂秀敏編著　の紹介
（特）MHW副理事長　長谷川勇一

1月末に一冊の本が発刊された。その名は『ヘルパーにもいわせて！「聞書」介護ヘルパー白書』。本来、介護ヘルパーの仕事とは「人間の尊厳」にかかわる創造的で豊かな営みである。しかし、介護保険がスタートして、今、介護現場で何がおきているか---。その実態とヘルパーの活躍ぶりを追うドキュメント。

著者の牧坂秀敏氏は、これまで在宅福祉の現場をはじめとした社会問題に関するルポを手掛け、編共書に「頬に風をうけて---ハマッ子ヘルパー奮闘記」、またNHK教育番組「共に生きる明日」のホームヘルパー特集企画・制作に協力してきた。本書は、昨年2月の真冬に全国取材をスタートし、春・夏・秋・冬と季節をめぐる長い道程の中で40人近い介護ヘルパーの肉声を聞くことによって編まれたもので、介護現場に携わる人たちの思いや仕事ぶりが盛り込まれ、介護保険時代に何が求められているのかを、さまざまな角度からあぶりだしている。

「第一章　ヘルパーの悲鳴が聞こえる」、「第二章　人を生かす介護、ダメにする介護」、「第三章　ケアマネージャーにはなったけど」、「第四章　介護の世界へ転身して」、「第五章　窮鼠猫を噛む---自立する介護ワーカー」からなる本書は、20歳代から60歳代までと幅広い介護ワーカーが登場する。そして介護の仕事を語りながらも、一人ひとりの生き方にもふれている。介護ワーカーは「利用者から学ぶことが多い」としばしば言うが、本書は高齢者や障害者とのかかわりを通して生きる（働く）人たちの「人間ドキュメント」でもあり、愛知県からも社会福祉協議会や民間事業者で働く介護ワーカーのエピソードや苦労話が登場している。

「本書には40人近い介護ワーカーの肉声が織り込まれているが、その背後で何十万人もの介護ワーカーの声が響いていることは想像に難しくない。本書の中でもいわれている『地域を見守り、地域が育てる』介護保険なり、介護サービスという観点からすると、現状は多くの問題をかかえている。『介護の社会化』ではなく、『家庭介護の社会化』現象には、その根っこに依存の構造があると思えてならない。一人ひとりが自立した個人として尊重されず、抑圧されてきた、これまでの日本における家族や社会のありようと深くかかわっている。
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障害があっても、老いても、住み慣れたところで自分らしく生きたいというささやかな、しかし、根源的な人間的願望（欲求）を実現するためには、一人ひとりが変わらなくてはならない。すなわち、どう生きたいかは高齢者・障害者本人が決め、まわりの人はそれを尊重するという『自己決定権』の意味するものは、これまでの私たち一人ひとりの生き方、そして家族のあり方、社会のあり方を問い直すことでもある。

そういう意味では、介護問題は女性問題（ひるがえって、男性自身が問われることでもあるが）であるとともに、すぐれてまち（社会）づくりの問題だといえる。そして、それらを貫くキーワードは『エンパワーメント』である。エンパワーメントとは、その人が力をつけられるように他者援助することであるが、そこではみずから生きようとする積極的な力、内なる潜在能力をいかに引き出すかが問われている。介護についていえば、介護を必要とする人、介護者、介護ワーカーそれぞれが対等な関係でおたがいにエンパワーしていくことが、本来の意味での『自立支援』といえまいか。つまり自立支援とはエンパワーメントそのものである。

さらに介護の社会化を推しすすめるためには、介護ワーカーの職業としての確立が不可欠であり、それが女性の社会参加・参画を促進していくことにつながる。

しかし、介護ワーカー、とりわけヘルパーが置かれている状況をみるとき、職業の確立にはほど遠い。今まさに求めらているのは、彼女・彼ら自身がエンパワーメントできる場をつくり、システムづくりではないかと思う。本書がささやかながら、その一助になることを切に願っている。

だれもが等しく老いていく。介護とは、私たち一人ひとりがこれまでどう生きてきたかを照らし出し、これからどう生きるかを問う普遍的な問題として避けては通れない。それはまた、『生と死』に心静かに真摯に向き合うことでもある。

介護現場で織り成す人と人とにかかわりとその営みは、『いのち輝く』今日、そして明日をともにつくりだすもの以外の何者でもない。本書に盛り込まれた数々のエピソードは、読者のみなさんにあらためて介護とは何かを伝えてくれるだろう。」

著者は、このようにあとがきで本書に託す思いを記している。

ルポライターの鎌田慧さんは、「本書は介護ヘルパーの生活と意見の聞き書きである。それだけでも貴重な仕事だが、ヘルパーといかに付き合うかの実用書であり、介護問題の入門書であり、知らざれる社会の報告書であり、福祉を考えるための希望の書である。」と推薦の言葉を寄せている。

（日本評論社発行　1，600円+税）
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